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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム）  

(対象国：米国、テーマ：若手研究者第 3陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、アメリカ合衆国より若手研究者 20名

が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の

積極的な発信を目指し、平成 28年 2 月 17 日から 2月 23 日までの 6泊 7日の日程でプ

ログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

アメリカ合衆国  20 名 

 

３．訪問地 

東京都、神奈川県、京都府 

 

４．日程    

2 月 17 日（水）成田国際空港より入国 

2 月 18 日（木）来日時オリエンテーション、外務省意見交換会 

1.グループ A：【意見交換】日本経済新聞社 

        【訪問】日本エネルギー経済研究所 

         【歴史文化視察】江戸東京博物館 

2.グループ B：【企業訪問】国際協力銀行 

【訪問】日本国際問題研究所 

2 月 19 日（金） 

【最先端技術視察】J-POWER 電源開発株式会社 磯子火力発電所視察 

1.グループ A:【訪問】一般財団法人日本再建イニシアティブ、笹川平和財団 

2.グループ B：【訪問】防衛省、厚生労働省 

【交流】日経・CSIS バーチャルシンクタンクとの夕食交流会 

2 月 20 日（土）東京都から京都府へ移動 

【世界遺産・歴史文化視察】金閣寺、【伝統文化体験】春光院、【ワークショップ】 

2 月 21 日（日） 

 【地場産業視察】月桂冠、【歴史文化視察】伏見稲荷大社、【自然環境視察】嵐山 

2 月 22 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

 【意見交換会】「アベノミクス及びジェンダー」 

1.グループ A：【訪問】NPO 法人環境エネルギー政策研究所 

2.グループ B：【訪問】経済産業省 

A/B グループ合同で報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 
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2 月 23 日（火）  

1.グループ A：【意見交換】国会議員 

2.グループ B：【歴史文化視察】江戸東京博物館 

成田国際空港より出国 

 

５．KAKEHASHI Project（アメリカ）若手研究者第 3陣 プログラム記録写真  

  

2 月 18 日 外務省意見交換会 (東京都) 
2月18日 日本エネルギー経済研究所訪問

(東京都) 

  

2 月 18 日 国際協力銀行訪問 (東京都) 
2月 19日 J-POWER電源開発株式会社 磯子

火力発電所視察 (神奈川県横浜市) 

  

2 月 19 日 日本再建イニシアティブ訪問 

(東京都) 
2 月 19 日 日経・CSIS バーチャルシンク

タンクとの夕食交流会 (東京都) 
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2 月 20 日 春光院 坐禅体験  

(京都府京都市) 

2 月 21 日 月桂冠酒香房 (京都府京都市) 

  

2 月 21 日 伏見稲荷大社(京都府京都市) 2 月 22 日 報告会 (東京都) 

 

６．参加者の感想   

◆ 米国 若手研究者 

KAKEHASHI プロジェクトは、今後各分野で活躍が見込まれる研究者に日本訪問を通して米

国のパートナーとしての日本の重要性を考える機会を与えることにより、日米関係に大変肯定

的なインパクトをもたらすものです。 

◆ 米国 若手研究者 

再生エネルギーとエネルギー政策が私の業務の中心ですが、今回のKAKEHASHIの旅は福

島の原発事故以降、日本がエネルギー部門の再構築において直面する諸問題と選択肢につ

いて理解を深める助けとなるものでした。同僚に日本が原子力および再生エネルギーにおいて

目標とするところについてその概要を伝え、この重要なトピックにおいて米国が日本と協力でき

る方法について話し合う予定です。 

◆ 米国 若手研究者 

今回の訪問すべてが印象深いものでしたが、特に、出会った日本人－レストランやホテルの

従業員から省庁の職員、若い専門職の方まで、誰もが親切だったことに感動しました。私の投

げかける質問に皆親切にまた的確に答えてくれました。 

私の専門である健康管理政策に関しては、消費者に対する医療コストが低いことに驚き、日

本も米国と同様の問題を抱えていることを理解しました－それは、どう質の高い医療ケアを整

備するかということです。この問題を良い方向へ持っていくために、異文化間の研究の可能性

があることを信じています。 
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◆ 米国 若手研究者 

日本の先進技術やビジネス・政策におけるイノベーションとともに日本の豊かな文化、歴史

に強い感銘を受けました。京都で寺、神社を訪問し、この国には古くから複雑な政治と宗教の

歴史があり、それが日本の美術、建築、社会、伝統に与えた影響について理解し、新しい見識

を得たと言えます。また新幹線乗車、磯子火力発電所見学を通して、最近の日本の交通インフ

ラの進歩、まさに進歩し続けているエネルギー効率、排出量削減への革新を知ることができま

した。米国へ戻ったら、日本文化、社会について学んだ新しい知識を友人、家族、同僚と分か

ち合いたいと思います。このような有意義な体験ができたことに感謝いたします。 

◆ 米国 若手研究者 

政策策定者や専門家に会い話をしましたが、彼らが自分の専門分野、管轄外の問題につい

ても考え、日々の業務にそれらの問題（例えば、高齢化社会、エネルギー相互依存、安全保障

問題）を統合すべく努力をしていることに感銘を受けました。また専門家たちが、世界中の人た

ちのために、彼らの知識を共有する努力をいとわないことにも感激しました。 

 

７．参加者の報告会での発表内容 

  

気付きとアクションプラン(A グループ) 気付きと今後の交流（Aグループ） 

  

滞在中の気付き （B グループ） アクションプラン （Bグループ） 



 

5 

 

 

アクションプラン（B グループ）  

 


